
































































































































































































1. 親しみ 2. 興味・関心 3. 難しさ
7. 知識・
理解 8. 有効性
4.43 4.16 3.73 4.03 4.43
（0.70） （0.72） （0.85） （0.57） （0.70）
※カッコ内は SD











































































風景は 2016 年度のものである。図 1～ 4につい
ては、撮影および掲載に関して学生の許可を得
ている。
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